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詞林　第58号　2015年10月
はじめに
一条朝歌壇の女房歌人の中で和泉式部に並ぶ評価を得てい
た赤染衛門は、法華経二十八品歌と維摩経十喩歌を詠進して、藤原公任、選子内親王、藤原長能らとともに釈教歌を残した最初の人物の一人であったが、彼女の釈教歌について詳しい論考がまだなされていない。『赤染衛門集全
釈（１）
』の法華経二十八品歌の【参考】に、二
十八品歌の成立背景に関して以下のように述べ れている。
　
法華経二十八品歌となると、今にその全容を伝えるも
のとしては、選子内親王の『発心和歌集』 、長能および公任と赤染のあたりが、和歌史上先駆的な意味を持つと思われる。これらの成立や詠歌背景については、未詳であるが、 『本朝文粋』巻十一に所収されている、藤原有国作の「讃法華経廿八品和歌序」は、これらについても一つの示唆を与え であろう。すなわち 「讃法華経廿
八品和歌序」に拠ると、 「和歌の長い歴史の中でも、未だ、『法華経』を以って、題と為したものはなかったが、東三条院詮子崩御の諒闇中にあたり、かねて『法華経』信仰の厚かった藤原道長が、詮子の旧臣・わが近親の者を集めて、 『法華経』の諸品を採って和歌の題とし、歌詠を成し併せて 弘布 成さんとした。 」というのである。
（中略）
主催者は、道長、歌詠の諸卿は、
藤原公任・藤原斉信・源俊賢・藤原行成の面々であったと伝える。 『権記』長保四年
（一〇〇二）
八月十八日条に
は、これと付牒を合わ るように、 「詣左府 有二十八品和歌事、大弼
（筆者注、有国）
作序、入夜罷出」と見え、
その成立の時期を把握することができる。
また、 『栄花物語』 「うたがひ」巻に見られる道長家の法華
経歌会についての記事と中世の勅撰集に収録されている道長らの法華経歌について言及し、赤染衛門の法華経二十八品歌に関して、
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赤染の「法華経二十八品歌」は右にいうところのと同
一のものかどうかは不明であるが、やはり、個人的な独詠と考えるより、道長の仏事善業と併せ、道長の命によりそれに応じて詠進したものとみるの 自然であろう。
と推測している。　
赤染衛門の法華経二十八品歌について、経文引用箇所の検
出と語釈はなされているものの、その特徴と成立情況に関してはまだ詳細に検討されていない。そこで、本稿ではこの二点を中心に考えてみたい。
一、赤染衛門の法華経二十八品歌の特徴
一―一、法華経歌の詠作方法
一条朝の歌人の中で法華経二十八品歌がほぼ完全な形で
残っている歌人は赤染衛門と藤原公任と選子内親王と藤原長能であるため、今回はこの四人の法華経二十八品歌を比較して、完全な形では残っていない他の同時代の法華経歌も参考にして赤染の法華経歌の特徴を押さえたい。
最初に、その詠作方法について検討したいが、経典の扱い
の面から二種の方法が認 られる。そ 一つは、選子内親王の『発心和歌集』のように、経典の一部を題とする方法であり、いま一つは、公任や赤染や長能 ように経文題を立てない方法である
（２）
。前者の場合、経文題を釈教歌にしたてる、ま
たはそれを踏まえて釈教歌を詠むことが常套で、題とした経文の前後を含める例もあり、このような詠作は檜垣氏も指摘するとおり、経典理解の深さも示している。後者の場合は、経典または当該品全体の内容を釈教歌にまとめる例も少なくないが、前者のように経典の一部分のみ 踏まえる例も多い。赤染と公任と長能も経文題を立てていないが、当該品の内容をまとめる方法と当該品の特定の経文を踏まえると う方法もとっている。また、釈教歌の表現 面から凡そ三種の方法が見られる。一つ目は経文 表現を和訳して詠出するこ 、二つ目は経文から離れて、叙景的表現を使用し 詠作すること、三つ目は詠者の感慨を詠み込む方法であるといえよう。紙幅の都合上、それぞれの方法の一例のみ取り上げることにし、赤染と同時代歌人の比較に関して詳しくは表一～四、それぞれの本文は表「一条朝歌人 法華経二十八品歌」 参照されたい。
一つ目の方法として、特定の経文を踏まえて詠出すること
をあげたい。たとえば赤染の勧持品題 歌は、以下のようになっている。
身にかへて法をおしまんためにこそしのびがたきをしのびてもへめ

（四三九
（３）
）
この歌は勧持品の次の偈の傍線部を和訳して詠んでいる。
我等敬信佛
 當著忍辱鎧
爲説是經故
 忍此諸難事
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我不愛身命
　
但惜無上道
（４）
当該品の内容を歌でまとめる例として、赤染の陀羅尼品題
歌があげられる。
法まもるちかひをふかくたてつればすゑのよまでもあせじとぞ思ふ

（四五二）
この歌は、薬王菩薩と勇施菩薩と毘沙門天王 持国天王と
十羅刹女等が仏に『法華経』の護持を約束して陀羅尼呪を唱えるという陀羅尼品の内容を釈教歌にしている。このように経典のある程度広い範囲を詠み込む場合は、経典の該当箇所に見られない表現、また経典にない表現も入っ く ことが多く、赤染 右の歌の「あせじとぞ思ふ」という表現に当はまる語句も『法華経』 に見られない。ただし、このように経文からいささか離脱するような歌は、赤染よりも公任の法華経歌に多い。たとえば、公任 勧持品題歌は次のようになっている。
さまざまにうき世の中を思ひつつ命にかへて法ををしまん

（ 『公任集』二七二
（５）
）
上句の「さまざまにうき世の中を思ひつつ」という表現は
全て純粋な和歌表現で、経文の語句の和訳ではない。これに対して赤染は全ての歌に経文の表現を く使用し、経文の表現の和訳のみを用いる例もある。たとえば、見宝塔品 歌はその一例である。
大空にたからのたふのあらはれて法のためにぞ身をばわ
けける

（四三七）
この歌は見宝塔品の次の二箇所の傍線部を詠み込んでいる。
①
　
 爾時佛前有七寶塔。高五百由旬。縱廣二百五十由旬。從地踊出住在空中。
②
　
 若我寶塔。爲聽法華經故出於諸佛前時 其有欲以我身示四衆者。彼佛分身諸佛。在於十方世界説法。盡還集一處。然後我身乃出現耳。
「あらはれて」という語は引用箇所に見られないが、 『法華経』によく見る表現である。また、 「たからのたふ」は「宝塔」のことで、 「塔」は漢語の形で詠み込まれている。表現の面で注目されることが二点あるが、その一つは、叙
景的に詠んだ法華経歌は一首も見られないことである。表三に示したとおり、公任の法華経二十八品歌に六首、選子の歌に二首、長能 現存している二十六首の中にも二首見られたとえば、
序品
くさぐさにちりかふ花はいにしへの風にまかせてふるにぞ有りける

（ 『公任集』二五九）
法師品寂寞無人声、読誦此経典、我爾時為現、清浄光明身
そらすみてこゝろのとけきさよ中に
　
ありあけの月のひ
かりをそます

（ 『発心和歌集』三四
（６）
）
提婆品
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みなそこにいかでやとせをすぐしけむかくあきらけきもち月のわの

（ 『長能集』一五八）
公任の歌には序品に見られる、仏の上に四華が降っている
場面が詠まれているが、仏の教えは昔のようであるという経典の内容を「いにしへの風にまかせて」という比喩表現を使用して表している。選子の法師品題歌は完全に風景描写によって題に取り出した経文を詠い、長能の提婆達多品題歌も、成仏した八歳の龍女を「もち月のわ」に譬えて詠んでいる。
赤染の歌の中に授記品を詠んだ「つぎつぎの仏におほくつ
かへてぞはちすをひらく身とは成るべき」という歌に見られる「はちすをひらく身」という表現は叙景的に見られるが、あるいは授記品冒頭の、上句の典拠で ある、大迦葉が仏仕えて成仏することが予言される所に見られる「瑠璃為地。宝樹行列。黄金為縄。以界道側。
散諸宝華」 、また同じ箇所
の偈に見られ 常出好香
　
散衆名華」という文言を意識し
ているのではないか。一応、蓮は言うまでもなく『法華経』に頻出する語であり、この歌も経典の表現 域を て ないと言えよう。したがって、赤染の法華経歌は全て経文に寄り添い、その表現を和訳し 忠実に釈教歌に てている。和歌中のほぼ全 の表現が経文に確認できる詠 十三首見られ、公任
（四首）
や選子
（五首）
、長能
（三首）
より甚だ多い。また、
他の十五首にも経典に見られる表現が多く、 『 』の本文を直接参考にしていたことが窺われる。
ただし、このように経典の内容を直叙する歌の中で、例外
となる一首は、自分の感慨を詠み込む観世音菩薩普門品題歌である。
身を分けてあまねくのりをとく中にまだわたされぬわが身かなしな

（四五一）
釈教歌という題詠に詠者自身の感慨が出現する例は和歌史
上珍しい。石原清志氏は『発心和歌集』の特徴の一つとしてこの点を指摘している
（７）
。比較のために、法華経二十八品歌に
限って見ると、選子の二十八首中に自分の感慨を詠み入れる歌は十二首見られ、公任と長能の法華経歌には一首もない。赤染の観音品題の歌については二―四に後述する。
一―二、後代の法華経二十八品歌との比較
次に、後代の歌人の二十八品歌の表現について言及したい
が、法華経歌の表現史について錦仁氏は、公任、赤染、選子らの法華経歌と寂然、俊頼、西行、慈円のそれを比較すると「時代を追うにつれて、歌に占める自然・風景の割合がしだいに増大してくる」 述べ 西行に至って、二十八品歌は純粋な風景描写になると指摘する
（８）
。この傾向を示すために、錦
氏は主な二十八品歌の中から薬草喩品詠をとりあげる１
　
 一つ色に我が身うつれど花の色も西にさす枝や匂ひ増すらん
（選子内心王・譬如大雲以一味雨
　
潤於人花
　
各得成実）
２
　
 一つ雨に閏ふ草木は異なれど終にはもとに帰らざらめや
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（公任）
３
　
 法の雨は草木も分けで注げどもおのがじゝこそ受けまさりけれ
（赤染衛門）
４
　
 春雨は野辺の草木も分かねども染むる心 変はる也けり（寂蓮・草木麁林
　
随分受閏）
５
　
 春雨はこのもか もの 木も分かず緑に染むるなりけり
（俊頼・无有彼此
　
愛憎之心）
６
　
 ひき〳〵に苗代水を分けやらでゆた に流す末を通さむ（西行・我観一切
　
普皆平等
　
無有彼此
　
愛憎之心）
平安中期以後の時代は錦氏の指摘するとおりであり、詳し
く検討しないが、一―一の網羅的な検討から明らかなように、経典の表現からの離脱と叙景的な作風は既に平安中期に始まり、前掲した公任の序品題歌や選子の法師品題歌や長能の提婆達多品題歌や、同じく長能の化城喩品題の「いまぞみる花のみやことくさまくらまきしたびねのやどりなりけり」などは、ほぼ純粋に風景を詠んでいるため、一条朝歌人の間 も格差が見られる 言わざるをえない。その中に、このような風景描写が一切見られず、経典に最も忠実な歌人は赤染衛門であるが、以上のような表現史の展開と見合わせると 彼女は法華経二十八品歌の表現史の中でも、 経文に忠実に詠出する歌人であったと位置づけられる。
一―三、 『法華経』の深い読誦
　
以上のように、赤染衛門の法華経歌の最も顕著な特徴とし
て、経文の表現への忠実性が押さえられる。さらに、引用箇所が各品の中でどこに位置するのかという観点から見ると、当該品の冒頭に位置する経文を引用した歌は八首、末尾 位置する経文を詠んだものは六首、中程に位置する経文を詠んだ歌は五首、冒頭と中程の二箇所と、冒頭と末尾の二箇所にある経文を詠んだ歌はそれぞれ一首見られ、残りの七首は経文の内容を詠んだも である。したがって 各品の長短に差異があるとはいえ、典拠から 検出が簡単であると思われる冒頭と末尾に位置する箇所を引用する歌が最も多いが、経文をよく知らなければ検出しがたい、当該品 中程の経文を釈教歌にしたものも五首見出せる。その中から『法華 』のよく知られている法華七喩の一つに基づく譬喩品歌を除くと四首となり、さらに公任 歌と引用箇所が一致し表現も似ている方便品と普賢菩薩勧発品の歌を除くと、次 二首が残る。
序品
いにしへのたへなる法をときければいまのひかりもさかとこそみれ

（四二七）
安楽行品
名をあげてほめもそしらじ法をただおほくもとかじすくなくもなし

（四四〇）
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序品の歌は序品の次の箇所を詠んでいる。
諸善男子。我於過去諸佛曾見此瑞。放斯光已即説大法。是故當知。今佛現光亦復如是。欲令衆生咸得聞知一切世間難信之法。故現斯瑞。
表一と本文の比較からも明らかなように、一条朝歌人の現
存する二十八品歌の中でこの箇所を詠んだのは赤染衛門のみであり、先行の歌はなかったことにも注意しておきたい。
また、安楽行品の歌は、安楽行品の二箇所を引用しており、
初句と第二句は、
又文殊師利。如來滅後。於末 中欲説是經 應住安樂行。若口宣説若讀經時。不樂説人及經典過。亦不輕慢諸餘法師。不説他人好惡長短。於聲聞人亦不稱名 其過惡。亦不稱名讃歎其美。又亦不生怨嫌之心。善修如是安樂心故。諸有聽者不逆其意。有所難問 不以小乘法答 但以大乘而爲解説。令得一切種智。
という箇所の傍線部を直叙し、第三句以下は、
於一切衆生平等説法。以順法故不多 少。乃至深愛法者亦不爲多説
という所を直叙する。この品においても、公任と選子はともに「常好坐禪。在於閑處修攝其心」という 説法者の安住と座禅といった正しい修行の仕方についての仏の教えを詠み込み、長能は同じ所の「心亦不驚。又復於法。無所行」という箇所を詠んで ると思われるため、 れも同時代歌人の中で
赤染独自の引用箇所である。
また、赤染の法師功徳品題歌は以下のようになっている。
たもちがたきのりをかきよむむくいにはみぞすみきよきかがみなりける

（四四五）
初句に見られる「たもちがたき」という表現は当該品に見
当たらないが、見宝塔品の最初の偈に「此經難持
　
若暫持者
我則歡喜
　
諸佛亦然
　
如是之人
　
諸佛所歎」と見られ、ここ
の表現を意識しているのではないか。 「のりをかきよむ」という句は当該品の次の箇所の傍線部を和訳している。
若善男子善女人。受持是法華經。若讀若誦若解説若書寫。是人當得八百眼功徳。千二百耳功徳。八百鼻功徳。千二百舌功徳。八百身功徳 千二百意功徳
「むくい
（報）
」も『法華経』の経文にしばしば見られる。なお、
下句は右の箇所から離れた、当該品の中程にある第五 偈に見られる、
若持法花経
 其身甚清淨
如彼淨琉璃
 衆生皆憙見
又如淨明鏡
 悉見諸色像
菩薩於淨身
 皆見世所有
唯獨自明了
 餘人所不
という所の傍線部を引いているため、法師功徳品題歌も経文の検出しがたい箇所を引用して直叙する。
ちなみに、赤染の二十八品歌の中で右の安楽行品と法師功
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徳品の歌のように二箇所の経文を詠み込んでいる歌は、表二にも示したとおり、合計五首見られる。
このような引用態度を見ると、赤染は『法華経』そのもの
の表現を用い、当時の釈教歌詠出の常套的な表現と引用箇所と異なる詠作 見出せることから、 『法華経』をよく読み、その本文の表現をよく知っていたことが窺われる。詠者の信仰の度合はこういった詠作からは知られず、必ずしも経典の理解が深かったとは断言できないが、これほど詳細に『法華経』の表現に馴染んで たことは、 『法華経』への篤い帰依も思わせるのではないだろうか。
二、赤染衛門の法華経二十八品歌の成立情況
選子内親王の『発心和歌集』は、後に引用する序文から明
らかなように、選子自身 極楽往生 ための功徳とし 寛弘九年
（一〇一二）
に成立した。また、長能の法華経二十八
品歌は、家集の「ある人の御れう 、法花経廿八品によ て」という詞書からわかるように、おそらく高貴 人の め 詠まれたものであり、公任の歌も、最初に引用し 『全釈』など、先学論者に指摘されているとおり、東三条院詮子中宮のための長保四年八月の追善法華八講に詠まれたと考えられ
（９）
。
しかし、赤染衛門の家集に法華経二十八品歌の前 は、 「法華経の心を詠みし」
（類纂本系諸本の本文に「法華経の心よみし
に」 ）
と書かれているのみであり、勅撰集に入集している歌
にも品名のみが見られ、詠作情況は明確ではない。本章では、第一章に見てきた表現の特徴と、釈教歌の詠作場面を参考にして赤染の法華経歌の成立情況について考察したい。
二―一、公任の二十八品歌との近似性について
これまでの研究で赤染の法華経歌が公任と同じ東三条院の
追善法華八講の場で、あるいは道長の仏事善業に併せて詠まれたと考えられてきたのは、主に公任の歌 表現 引用箇所との近似性と、赤染 道長家での中心的な役割をもと した推測であろう。確かに、公任と赤染の歌を比較すると、たとえば如来神力品や薬王菩薩品を詠んだ歌の引用箇所と趣向は一致し、また特に嘱累品題の歌に、当該品 経文にない「えがたき」と「うることかたき」という同 表現も、二人 歌に見られる。
ながれてもあだにすなとぞかき撫づるうることかたき法をとけとて

（ 『赤染衛門集』四四八）
いただきを返す返すぞかき づるえがたき法のうしろめたさよ

（ 『公任集』二八一）
ただし、このような近似性から、同じ席で詠ま ていたと
は必ずしも言えない。たとえば、公任 同じ きに法華経歌を詠んだと考えられている道長の授記品題歌は経文の引用箇所と表現も
（赤染の序品と安楽行品の歌と同じく）
公任のと異
なる。
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たねくちてほとけのみちにきらはれし人をもすてぬのりとこそきけ

（ 『万代集』釈教歌・一六六二）
あらためて深き心をさとりぬるしるしをけふはうるにぞ有りける

（ 『公任集』二六四）
一方、明らかに成立を異にする選子と公任の二十八品歌を
比較すると、五百弟子品題の歌の結句の表現が似ていることが見られる。
きてふしてとこゑひなれば衣手にかかる玉ともさめてこそ見れ

（ 『公任集』二六六）
ゑひのうちにかけし衣のたまたまもむかしの友にあひてこそしれ

（ 『発心和歌集』三二）
また、勧持品題の歌に、経文の「難事」を「うき世の中」
と「うきこと」という類似す 表現で表した点も一致するといってよい。
さまざまにうき世の中を思ひつつ命にかへて法ををしまん

（ 『公任集』二七二）
為説是経故、忍此諸難事、我不愛身命、但惜無上道
うきことのしのび難きをしのびてもなほこの道ををしみとどめん

（ 『発心和歌集』三七）
このような現象は、岡﨑真紀子氏も公任と選子の右の勧持
品題歌に関して述べている おり
）（1
（
、むしろ当時の法華経歌の
詠作方法と表現の定形を示していると考えられる。また、公任の法華経 の作風と表現が他の同時代の法華経歌にも
れるということは、 『栄花物語』 「うたがひ」巻に公任の法華経歌について、 「皆経の心を読ませたまふに、四条大納言の御歌の、なかに世に伝 り興を留めたり
）（（
（
」と書いてあること
と関係があるのではないだろうか。つ り、赤染衛門も、親交があった公任の広く流布していた二十八品歌を手本 したということが考えられる。
二―二、公任の二十八品歌の形式
『公任集』の法華経二十八品歌の最後に、次の歌が見られる。
これはかきたまへりけるおくに
のりほむることはゆかねど静なる光のうちはてらさざらめや

（二八八）
したがって、二十八品歌を詠み終えた後、跋文のような謙
遜的な歌で法華経讃嘆の歌を締めくくる 、こ よう 形式はおそらく道長主宰の法華経歌会に一般的で、他 参加者の全歌が残ってはいないが、公任のような跋文めいた歌があったので ないか。それに対して赤染の二十八品歌の最後 はこのような歌はないことからも そ 成立は公任の歌と別の機会であったことが推察さ よう。
二―三、大江匡衡の尾張守任期と赤染の同行
公任らが二十八品歌を詠進した東三条院の追善法華八講は、
前記の『権記』の記事による 長保四年八月十八日に行われ
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たが、この法華八講に赤染衛門はおそらく参加しなかったと思われる。それを傍証するのは、夫大江匡衡の尾張守の任期であり、 赤染が夫に同行したことは 『赤染衛門集』 からわかっている。
匡衡の尾張守任期は長保三年正月から寛弘二年三月までで
）（1
（
、
赤染の歌をほぼ年代順に収める雑纂本系『赤染衛門集』に、赤染衛門も同行したことが見られる。
尾張へくだりしに、七月朔日ころにて、わりなうあつかりしかば、逢坂の関にて、し水のもとにすずむとて
越えはてばみやこも遠くなりぬべし関の夕風しばしすずまん

（一六九）
くににて、はる、熱田の宮といふ所にまうでて、みちに、うぐひすのいたうな も をとはすれば、 「なかのもりとなんまうす」といふに
鶯のこゑする程はいそがれずまだみちなかのもりといへども

（一七八）
道貞くだるとて、みちなれは、尾張にきて物がたりなどして、 「かく はるかにまかる事の心ぼそき事」などいひて、かへりぬるに、さるべき物などやるとて
ここをただ行くかたのとはおもはな これよりみちのおくとほくとも

（一八五）
途中の上洛も考えられないことはないが、一六九番歌の詞
書に、長保三年七月の尾張下向が見られ、一七〇～一七七の八首も下向のときに詠んだ歌で、一七八番歌はおそらく翌四年の春の熱田神社への参拝 とき詠まれたものであり、一八五番歌は寛弘元年
（一〇〇四）
三月ごろ
（ 『全釈』所引の『御堂
関白記』三月十八日条）
、陸奥下向中の橘道貞を匡衡夫妻が尾
張に接待したときの歌である。この時期の歌の中に上洛のときのものと思われる詠はなく、 『本朝文粋』巻十三に見られる、寛弘元年十月十四日に書かれた匡衡の「於尾張国熱田神社供養大般若経願文」から考えても 熱田神社で大般若経を供養した寛弘元年十月に匡衡
（と赤染）
はまだ尾張にいたと想定
でき、匡衡の尾張守任官中は二人と 上洛していなかったことが充分考えられる。
また、匡衡の二度目の尾張守任命は寛弘六年
（一〇〇九）
十月
）（1
（
で、 『赤染衛門集』にはこのときの旅の歌も見られる。
尾張になりて、めづらしげなうものうき心ちして、十月にくだりしに、せき山のもみぢの、袖にちりかかりし
あぢきなくたもとにかかる紅葉かなにしきをきてもゆかじと思ふに

（二三八）
又の年の春、丹波 なりかはりてのぼりぬ。殿の三十講にまゐりたるに、道雅の君の あはれなるいろにて、つぼね まへにわたり給ひ 聞こえし
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すみぞめの袂になると聞きしよりも見しにぞふぢのいろはかなしき

（二四八）
二四八番歌は、匡衡が翌寛弘七年の春、丹波守に任命され
たときの尾張からの上洛であり、赤染がこの一年間も夫と尾張へ下向していたことがわかる。
要するに、東三条院の追善法華八講が行われた長保四年八
月に赤染は都にいなかった 思 れ むろん、依頼されて尾張から送っ 可能性もあり得ないことではないが、当該儀式に参加することもでき 女房に、当時男性の支配下にあり、基本的に男性中心であった仏事で 和歌の詠作を依頼することは考えにくいだろう。
また、前節に指摘したとおり 赤染の二十八品歌の中に叙
景的な歌は一首も見られず、全て経文に忠実であり、ほぼ全ての言葉が経典の言葉の和訳であるのに対して、公任の二十八品歌には風景描写を使用して経典の内容を表す例と、経文に見られない、和歌に相応しい表現を用いる例が何首 ある。歌会という場で釈教 を詠む場合、最も重点が置かれていのは経典の讃嘆と文学性であったと考え れ、一条朝 歌人たちは経文におおむね忠実で あったが 法華八講での詠出のとき、叙景的な作風を心掛けていたこ が見 る。公任や赤染の時代にも経文の表現から離れる詠作方法が評価されていたこ は 『袋草紙』の有名な 泉赤染優劣論 、和泉式部の「くらきより」詠 関しての公任の定頼への説明も物
語っている。すなわち、 「 『くらきよりくらきみち』は経文なり。いかで思ひよりけんとも思ふべからず。末の『はるかにてらせ』はかれに引かれて出で来れる詞なり
）（1
（
」といって、歌
に詠者の発想が大切であると述べる。ちなみに、道長 現存する六首の法華経歌の中にも叙景的に詠まれている例は見出せる。
寿量品
人めには世のうき雲にかくろへて猶すみわたる山のはの月

（ 『続後撰集』釈教歌・
五九六五八八
）
赤染も公任等の法華経歌を見ていたようであるにもかかわ
らず、その叙景的な作風に習わなか たことから、彼女の二十八品歌は高い文学性を要求している講説の後の歌会での詠出ではないことが窺われるのではないだろう 。ただし これを最もよく示して るのは観世音菩薩普門品題 歌 ろう。
二―四、赤染の観音品題歌
前節に触れたとおり、二十八品歌を法華経歌会で詠進した
公任と、人の依頼に応えて詠んだ長能の歌に、詠者自身 感慨ないし述懐を詠み込む歌はな 、他の一条朝の歌人の現存する法華経歌にも見出せない。詠者の心中を詠む歌は『発心和歌集』の特徴で、赤染衛門の二 の中にも観音品題の歌は経典の内容から離れて、彼女自身の述懐を詠んでい 。
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二―四―一、赤染の観音品題歌の解釈
まず、赤染の観音品題歌を再掲する。
身を分けてあまねくのりをとく中にまだわたされぬわが身かなしな
観音品題歌の下句に見られる「まだわたされぬわが身かな
しな」という叙述に関して『全釈』の【語釈】に、 「これに拠れば、赤染の『法華経二十八品歌 成立は、赤染出家以前のものといえよ か」と述べられている。また、同じ『全釈』にこの歌の口語訳も、おそらく以上の推測を前提にして、「観音菩薩は、その身を三十三に分けて、一切衆生のために広く仏の教えを説かれたのに、それでもなお、まだ得度できないでいる自分 身は、なさけないこ よ」となっている。つまり、 「わたす」を実際に 自身が得度することと解している。この歌の踏まえている経文は『全釈』にも示されいるとおり、もし 、辟支仏……執金剛 よって救われるべき人があれば、観世音菩薩はそれぞれ 身
（三十三身）
に変
化して本人に法を説くということが ている部分である。
若有國土衆生應以佛身得度者。觀世音菩薩。即現佛 而爲説法。應以辟支佛身得度者。即現辟支佛身而爲説法。……應以執金剛身得度者。即現執金剛身而爲説法
歌の「身を分けてあまねくのりをとく」という部分は確か
に、身を三十三に分けて一切衆生のために法を説くと うよ
うに解釈できる。ただし次の「中に」は、観世音菩薩の三十三身のいずれかによって救済
（ 「得度」 ）
される人々の中にま
だ入っていないということを表しているので ないか。第四句の「わたす」という語は経典に見られる「得度」の和訳である
）（1
（
が、仏教に関する和歌を見てゆくと、経典の「度・得度」
という表現のように此岸から彼岸へ渡す、または煩悩から解脱させるという意味で詠まれて
往生講の式かき侍りけるとき、教化のうたとてよみ侍りける

律師永観
みな人をわたさむとおもふ心こそ極楽へゆくしるべなりけれ

（ 『千載集』釈教歌・
一二五五一二五二
）
普門品弘誓深如海
ちかひける心のやがて海なれば人をわたすもわづらひもなし

（ 『長秋詠藻』下・四二七）
（寿量品）同品、為度衆生故、方便現涅槃の心を
花のちり紅葉ながるる山川も人をわたさんためとこそきけ

（同・四六七）
末法万年、余経悉滅、弥陀一教、利物偏増
むろをいでしちかひのふねやとどまりてのりなきをりの人をわたさん

（ 『聞書集』三五）
赤染は、観音菩薩が衆生を救済
（得度）
するという観音品
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の語句を踏まえて、自分が観音菩薩に救済されるべき衆生の中にまだ入っていないということを詠んでいるのであろう。すなわち、この歌は、 「
（観世音菩薩が）
身を分けて一切衆生
に法を説く、その
（救われるべき衆生の）
中にまだ渡されてい
ない〔入っていない〕我が身が悲しいことだ」と解釈できよう。観音品は右の部分 後、以下のように続く。
是觀世音菩薩。成就如是功徳。以種種形遊諸國土度脱衆生。是故汝等。應當一心供養観世音菩薩。
観世音菩薩はこのようにこの功徳を成就して、種々の形で
諸国に現れて衆生を救済するため、一心に観世音菩薩を供養すべきだと述べている。赤染のこ 歌は、経典を踏まえて自己の述懐を述べている点から、観音品全般を理解したうえで詠まれているといえるため、この部分も意識していたと考えて差支えないだろう。したがって、赤染は救済のための修行が足りない、また煩悩がまだ深 と うことを反省 悲嘆しているように理解できるが、修行の熱心怠慢や煩悩 深浅は出家在家に関わることではない ろ
出家以前・以後の詠出であるのかを別として、この歌には、
観世音菩薩が一切衆生を救済す う、経文に説かれている喜ばしいことと対立する、否定的な内容が詠まれ るため、経典の教えを讃嘆する法華経歌会などでの詠出としては相応しくないのではないだろうか。また、男性貴族の法華経歌会の場で女性である赤染に法華経歌を依頼することは想像
しがたいとはいえ、女主人の倫子または彰子の依頼に応えて詠んだ可能性も考えられるが、観音品題歌の以上の、自身の述懐を釈教歌に述べているという趣向を見ると、こ ような成立背景も疑問になり、私的な詠出であると考えざるをえなくなろう。
二―四―二、
 釈教歌の題詠に詠者の述懐を詠み込むということ
以下、赤染の観音品題歌のように詠者自身の述懐の心が詠
まれている釈教歌の平安中期の用例を、その成立背景と目的に注目して検討したい。
その代表的な例として『発心和歌集』があげられるが、そ
の目的は序文に明記されて る。
妾久係念於仏陀常寄情法宝為菩提也、
（中略）
猶梵語者
天竺之詞流沙遥隔、漢字者震旦之跡風俗各殊、弟子誕生皇朝受身婦女、
（中略）
是則所以十方浄土之際、遍発往
生之心九品蓮台之上、終殖化生之縁也
（以下略）
選子自身の菩提心を発するため、また日本の皇朝に女性と
して生まれた自分の極楽往生のために編ま 家集であることを述べている。そうして、自己の感慨を詠んでいる歌のに、赤染の観音品の歌と同じく、序品、法師功徳品、観音品、普賢菩薩品の歌のように、経旨から離れた述懐的な詠も見られ、法華経二十八品歌以外の歌 中にも見出せる。
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『発心和歌集』の他、自己の述懐を詠んでいる釈教歌の例として、釈教歌よりもむしろ経典の内容を踏まえた述懐歌ではあるが、 『成尋阿闍梨母集』の法華経歌がある。
世中いとどかきくらす心地して、経をだによみて念じたてまつらんとすれど、それもいとくるしうて、よみもやられ給はず、日かずのみふるに、こころのうちにおぼゆること、これはつみにやとおそろしけれど、すこしもなぐさめに一巻
ちりにける花のをりみぬそのうきにいとどこずゑのはるかなるかな
二巻
ちりはらふいへのあるじもわがごとやまどひたるこはゆかしかりけん
三巻
ひとつあめのしたにぬれどもいかなればうるはぬくさのみとなりにけん
四巻
ゑひさめてのち あはず いかで はころものうらのたまをしるべき
五巻
君にこそふたつのたまはま せしかいつつのさはりとどめてきとて
六巻
おろかなるこころとともとききしかどこははるかにぞいくくすりなる
七巻
ゆく人はうれしきふねとおもふともとまれるかたのうらめしきかな
八巻
あけくれはあまねきかどをたのみつついでにし人のいるをこそまて

（九六～一〇三）
作者は息子成尋の渡宋のために嘆いている日々の生活の中
で怠りがちな修行をしており、詞書に書いてあるとおり、自分の慰めに『法華経』を踏まえた歌を詠んでいる。歌の内容を見ても、八首とも法華経の各巻に出てくる内容を踏まえて、息子成尋 渡宋 対する悲嘆や彼との再会への希求を伝えている。その中に五巻にある提婆達多品の龍女成仏 つ の「君にこそ」 の歌にのみ、 五障を消滅させるためにといって
（龍
女の一つの玉だけではなく）
二つの玉
（二人の息子）
を任せまし
た
（法師にした）
よ、という内容で、自己の極楽往生への志
向が詠まれて
人の依頼に応えて、または経供養のとき詠まれた釈教歌
中に、詠者の感慨が詠み込まれ いる例も散見されるが、それらは「太皇太后宮五部大乗経供養せさせ給けるに法華経にあたりけるひよめる」という詞書 持つ「さき たきみのり
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のはなにおくつゆややがてころものたまとなるらん」
（ 『後拾
遺集』雑六・
一一八六一 八
・康資王母）
という歌のように、その経典へ
の信心や讃嘆を表しているものである。要するに、作者の述懐や悲嘆を釈教歌に詠み込むことは、個人的な詠歌の特徴であると言えよう。以上の事情を踏まえ 、赤染 法華経二十八品歌も主家に主催された歌会や法華八講・三十講、または女主人の経供養など とき 詠まれたものではなく、長年の出家生活を送っていた赤染自身の『法華経』読誦の中での功徳として詠出されたと考えた方がより穏当であろう。
結び
以上、赤染衛門の法華経二十八品歌の表現と詠作方法の特
徴について指摘し、赤染の仏道修行としての詠出であるという解釈を提示した。 『 衛門集』の詞書から彼女 寺院参詣や仏道修行について知ることができるが、そ 中にも、 「ぎだりんに、八講きき に殿のせむじまうであひて……」
（四
一六）
や、 「ある寺に八講せしに、ひごろつぼねならびにて
いひそめたる人……」
（四六五）
や、 「おなじ人の、講する所
にまかりあひて……」
（四六六）
などのように寺院の講説を聞
いたこともあっ が、二十八品歌がこのどれかのときに詠んだものなの 、日ごろの『法華経』読誦の きの な かについて知る術はない。なお 前述のとおり赤染 仏道信仰あり方に関してはこの二十八品歌からは考察することはでき
ず、日常詠の何首かの歌から、その様子が窺われるのであるが、これに関しての考察は別稿にゆずりたい。注（１）
　
私家集全釈叢書
（、関根慶子・阿部俊子・林マリヤ・北村杏
子・田中恭子著、風間書房、一九九六。以下、 『全釈』と略す。
（２）
　
檜垣孝「釈教歌における題詞と詠法について」 （ 『仏教文学』
（1）
（３）
　『赤染衛門集』の本文は『全釈』による。
（４）
　『法華経』 の本文は坂本幸男・岩本裕訳注 『法華経』 上中下 （岩
波文庫、一九六九）による。
（５）
　
特に断らないかぎり、 『赤染衛門集』以外の和歌の用例は日
本文学
W
eb
図書館所収『新編国歌大観』による。
（６）
　
日本文学
W
eb
図書館所収『新編私家集大成』選子内親王Ⅲ
　
発心和歌集（冷泉家時雨亭叢書『平安私家集
　
四』 ）による。
（７）
　『発心和歌集の研究』 （和泉書院、一九八三）
（８）
　『法華経二十八品歌の盛行―その表現史素描―』 （ 「国文学解
釈と鑑賞」一九九七・三）
（９）
　
ただし、山田昭全氏は勧学会の席に詠まれた可能性もあると
指摘している（ 『講会の 』おうふう、二〇一二） 。一方、 『続古今集』釈教歌（
七七二七 八
）に公任の見宝塔品題歌が「東三条院の御
ために一品経供養せられける次に」とい 詞書で所収されており、『本朝文粋』と『権記』の記事と合致する。また、 『公任集』に『赤染衛門集』のように二十八品歌全体にかかる詞書はない。なお、道長と行成と斉信の現存す 歌について見ると、 『新古今集』 に 「法
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花経廿八品歌、人人によませ侍りけるに」という詞書で道長の提婆達多品歌と斉信の勧持品歌、 『新勅撰集』に「法成寺入道前摂政家に、法華経廿八品歌よませ侍りけるに」という詞書で行成の序品歌と道長の五百弟子 、 『続後撰集』に「人人に同廿八品の歌よませ侍りける時」という詞書で道長の勧持品 寿量品歌、『玉葉集』に「おなじ品（稿者注―方便品）の心を」という詞書で行成 、 『万代集』に「法成寺入道前摂政、人人 法花経の歌よませ侍りけるに」という詞書で斉信の方便品歌と道長の信解品、授記品、 『新勅撰集』のもの 別の五百弟子品歌が所収されている。
（
（1）　「 『発心和歌集』の詠歌と享受」 （ 『叙説』
11）
（
（（）　
ジャパンナレッジ所収新編日本古典文学全集
11（小学館） 『栄
花物語』②、一九〇頁
（
（1）　『全釈』は一六九番歌の【語釈】に資料として『中古歌仙三
十六人伝』 「匡衡」と『本朝文粋』巻七「奉行成状」 『権記』六月二十六日条をあげ、匡衡は着任の手続きのため任国 下向して、一六九番歌の詞書に見られるとおり七月 赤染も連れて再下向することを指摘する。
（
（1）　『類聚符宣抄』八巻に「去寛弘六年正月任尾張守、十月廿八
日着任」とある（ 『全釈 二三八番歌【参考】 ） 。
（
（1）　
日本古典文学大系
19（岩波書店、一九九五）による。
（
（1）　
観智院本『類聚名義抄』 （風間書房、一九八六年）に「度」
という字に「ワタル」という訓もあげられ ため、 「わたす」という訓もあっただろう。
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　赤染・公任・選子・長能の法華経二十八品歌の比較
　
表一
　
歌内容・経文引用箇所の一致
（凡例
　
○＝赤染の歌と一致する・×＝一致しない）
品名
公任選子長能
序品 × × ×
方便品 ○ × ×
譬喩品 ○ ○ ○
信解品 ○ ○ ×
薬草喩品 ○ ○ ○
授記品 ○ ○ ×
化城喩品 ○ × ○
五百弟子品 ○ ○ ○
授学無学人記
品 ○ ×
欠
落
法師品 ○ × ○
見宝塔品 × × ○
提婆達多品 ×○ ○ ○
勧持品 ○ ○ ×
安楽行品 × × ×
従地湧出品 ○ × ×
如来寿量品 × × ○
分別功徳品 × × ×
随喜功徳品 ○ × ×
法師功徳品 × ○ ○
常不軽品 × × ○
如来神力品 ○ × ×
嘱累品 ○ ○ ○
薬王菩薩品 ○ × ○
妙音菩薩品 ○ ○ ×
観音菩薩品 × × ○
陀羅尼品 ○ × ○
妙荘厳王品 ○ × 欠落
普賢菩薩品 ○ ○ ×
表二
　
経文の引用方法
（凡例
　
１＝経文の一箇所を詠み込む・２＝経文の二箇所を詠み込む・
✻
＝当該品の内容を詠む）
品名
赤染公任選子長能
序品 （ （ （ （
方便品 （ （ （ （
譬喩品 （ （ （ ✻
信解品 ✻ ✻ （ （
薬草喩品 （ （ （ （
授記品 1 ✻ （ ？
化城喩品 （ ✻ （ ✻
五百弟子品 ✻ ✻ ✻ ✻
授学無学人記
品 ✻ ✻ （
欠
落
法師品 （ （ （ （
見宝塔品 1 ✻ （ （
提婆達多品 （ （（ （ （
勧持品 （ （ （ （
安楽行品 1 1 （ （
従地湧出品 （ （ ✻ （
如来寿量品 ✻ （ （ ✻
分別功徳品 ✻ 1 （ （
随喜功徳品 （ （ （ ✻
法師功徳品 1 ✻ （ （
常不軽品 1 （ （ 1
如来神力品 （ （ （ 1
嘱累品 （ （ （ ✻
薬王菩薩品 （ （ （ （
妙音菩薩品 （ （ （ ✻
観音菩薩品 （ ✻ （ （
陀羅尼品 ✻ ✻ （ 1
妙荘厳王品 ✻ ✻ （ 欠落
普賢菩薩品 （ （ （ （
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表三
　
経文引用の直叙性
　　　
（凡例
　
○＝経文を直叙する・△＝経文以外の語もある・×＝風物描写がある・◇＝経文の内容・経旨から離脱する）
品名
赤染公任選子長能
序品 ○ × △ ○
方便品 △ ○ ○ △
譬喩品 ○ △ ○ △
信解品 △ ○ △ △
薬草喩品 ○ △ × ×
授記品 △ ○ ○ ？
化城喩品 △ △ ◇ ×
五百弟子品 △ △ △ △
授学無学人記
品 △ △ △
欠
落
法師品 △ △ × △
見宝塔品 ○ △ ◇ △
提婆達多品 △ △△ △ ×
勧持品 ○ △ ○ ○
安楽行品 ○ ◇ △ △
従地湧出品 △ △ △ △
如来寿量品 △ × △ △
分別功徳品 △ × △ △
随喜功徳品 △ ○ ◇ △
法師功徳品 ○ × ◇ △
常不軽品 ○ △ ◇ △
如来神力品 ○ △ △ △
嘱累品 ○ △ ○ △
薬王菩薩品 ○ △ △ △
妙音菩薩品 ○ △ △ △
観音菩薩品 ◇ △ ◇ ○
陀羅尼品 △ △ △ △
妙荘厳王品 ○ × △ 欠落
普賢菩薩品 △ × ◇ △
表四
　
詠者の感慨の有無
（凡例
　
○＝詠者の感慨あり・×＝詠者の感慨なし）
品名
赤染公任選子長能
序品 × × ○ ×
方便品 × × × ×
譬喩品 × × × ×
信解品 × × × ×
薬草喩品 × × × ×
授記品 × × × ？
化城喩品 × × ○ ×
五百弟子品 × × × ×
授学無学人記
品 × × ×
欠
落
法師品 × × × ×
見宝塔品 × × ○ ×
提婆達多品 × ×× ○ ×
勧持品 × × × ×
安楽行品 × × × ×
従地湧出品 × × × ×
如来寿量品 × × ○ ×
分別功徳品 × × × ×
随喜功徳品 × × ○ ×
法師功徳品 × × ○ ×
常不軽品 × × ○ ×
如来神力品 × × × ×
嘱累品 × × × ×
薬王菩薩品 × × ○ ×
妙音菩薩品 × × ○ ×
観音菩薩品 ○ × ○ ×
陀羅尼品 × × × ×
妙荘厳王品 × × × 欠落
普賢菩薩品 × × ○ ×
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一条朝歌人の法華経二十八品歌
※　『赤染衛門集』、『公任集』、『長能集』の本文と歌番号は日本文学 Web 図書館所収
『新編国歌大観』による。『発心和歌集』の本文と歌番号は同所収『新編私家集大成』
選子内親王Ⅲ（冷泉家時雨亭叢書『平安私家集　四』）により、本文は冷泉家時
雨亭文庫蔵本の影印（冷泉家時雨亭文庫編、朝日新聞社、（991～）にて確認した。
なお、便宜上、詞書の品名を省略した。
品名 赤染 公任 選子 長能
序品
四二七　いに
しへのたへな
る法をときけ
ればいまのひ
かりもさかと
こそみれ
二五九　くさぐ
さにちりかふ花
はいにしへの風
にまかせてふる
にぞ有りける
又見仏子未甞睡眠経行
林中　勤求仏道
二五　ぬる夜なくのり
をもとめし人もあるを
ゆめのうちにてすくす
みそうき
一四八　花の
いろのよくさ
にちるかあや
しきはひとつ
みのりのこの
みなりけり
方便品
四二八　とき
おかでいりな
ましかばふた
つなくみつな
きのりをたれ
ひろめまし
二六〇　ひとこ
とによりてぞ世
世に出でければ
二も三もなき名
なりけり
若人散乱心乃至以一花
供養於画像漸見無数仏
二六　ひとたひのはな
のかをりをしるへにて
むすのほとけにあひみ
さらめや
一四九　たは
ぶれにいさら
をむすぶみど
りこもつひに
こがねのひか
りとぞなる
比喩品
四二九　もゆ
る火の家をい
でてぞさとり
ぬるみつの車
はひとつなり
けり
二六一　かどで
にはみつの車と
聞きしかど果は
思ひの外にぞ有
りける
羊車鹿車大牛之車今在
門外汝等出来
二七　あまたありとか
とをはきゝきていてし
かとひとつのゝりのく
るまなりけり
一五〇　くち
にけりすまじ
とさとる心に
はふるさとこ
ゑのくるまに
ぞのる
信解品
四三〇　おや
とだにしらで
まどふがかな
しさにこのた
からをもゆづ
りつるかな
二六二　さすら
へし昔はおやと
しらざりきいつ
をまかするけふ
のうれしさ
示其金銀真珠頗梨諸物
出入皆使令知猶処門外
止宿草庵
二八　草のいほにとし
へしほとのこゝろには
つゆかゝらむとおもひ
かけきや
一五一　なれ
ごろもきつつ
かたらふかひ
もなくつくる
心のおそくも
あるかな
薬草喩品
四三一　法の
あめはくさ木
も向かでそそ
けどもおのが
したこそうそ
まさりけれ
二六三　ひとつ
雨にうるふ草木
はことなれど終
にはもとにかへ
らざらめや
譬如大雲以一味雨潤於
人花各得成実
二九　ひとついろにわ
かみうつれとはなのい
ろもにしにさすひやに
ほひますらん
一五二　はち
すばのおもは
にたまるあさ
水のおなじく
さとやいふべ
かるらん
授記品
四三二　つぎ
つぎの仏にお
ほくつかへて
ぞはちすをひ
らく身とは成
るべき
二六四　あらた
めて深き心をさ
とりぬるしるし
をけふはうるに
ぞ有りける
若知我深心見為授記者
如以甘露灑除熱得清涼
三〇　のりおもふこゝ
ろしふかくなりぬれは
つゆのそらにもすゝし
かりけり
一五三　たぐ
ひなくわれは
おもへどいは
ぬより〔　　
　　　〕くる
しかりしに
化城喩品
四三三　こし
らへてかりの
やどりにやす
めずはさきの
みちにやなほ
まどはまし
二六五　いにし
への契もかひや
なからましやす
めて道にすすめ
ざりせば
長夜増悪趣減損諸天衆
従冥入於冥永不聞仏名
三一　くらきよりくら
きになかくいりぬとん
たつねてたれにとはん
とすらん
一五四　いま
ぞみる花のみ
やことくさま
くらまきした
びねのやどり
なりけり
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五百弟子
品
四三四　ころ
もなる玉とも
かけてしらざ
りきゆめさめ
てこそうれし
かりけれ
二六六　きてふ
してとこゑひな
れば衣手にかか
る玉ともさめて
こそ見れ
以無価宝殊繋着内衣裏
嘿与而捨去時臥不覚知
三二　ゑひのうちにか
けし衣のたま
〵 〳
もむ
かしのともにあひてこ
そしれ
一五五　うか
りけるゑひの
こころかその
たまをかけけ
むときに我さ
めずして
授学無学
人記品
四三五　もろ
ともにさとり
をひらく是こ
そは昔契りし
しるしなりけ
れ
二六七　ふたな
がらみよの契の
有りければ行末
かねてゆふにぞ
有りける
世尊慧灯明我聞授記音
心歓喜充満如甘露見灌
三三　あきらけきのり
のともし火なかりせは
こゝろのやみのいかて
はれまし
本無歌
法師品
四三六　すみ
がたき心しむ
ろにとまらね
ばのりとく事
ぞまれらなる
べき
二六八　のりと
かむ三室も外に
なかりけり誰が
心をぞすますべ
らなる
寂寞無人声　読誦此経
典　我爾時為現　清浄
光明身
三四　そらすみてこゝ
ろのとけきさよ中にあ
りあけの月のひかりを
そます
一五六　人の
身のかつはか
しこきおとし
なりみろくは
せばしみぞは
すくなし
見宝塔品
四三七　おほ
ぞらにたから
のたふのあら
はれて法のた
めにぞさをは
わけける
二六九　そのか
みのちかひたえ
ねばいくよとも
しらぬ姿を空に
みるかな
釈迦牟尼仏以右指開七
宝塔戸出大音声
三五　たまのとをひら
きしときにあはすして
あけぬよにしもまとふ
へしやは
一五七　あら
かねのつちの
みぐさにうご
きしはかかる
みだ仏のかげ
にぞありける
提婆達多
品
四三八　わた
つみのみやを
いでたる程も
なくさはりの
ほかになりに
けるかな
二七〇　みな人
を仏の道にいれ
つれば仏のあだ
も仏なりけり
二七一　さはり
おほみなみを分
けこし身をかへ
て蓮の上に入る
とこそみれ
皆遥見彼竜女成仏普為
時会人天説法心大歓喜
三六　さはりにもさは
らぬためしありけれは
へたつるくもゝあらし
とそおもふ
一五八　みな
そこにいかで
やとせをすぐ
しけむかくあ
きらけきもち
月のわの
勧持品
四三九　身に
かへて法をを
しまむ人にこ
そしのびがた
きを忍びては
みめ
二七二　さまざ
まにうき世の中
を思ひつつ命に
かへて法ををし
まん
為説是経故　忍此諸難
事　我不愛身命　但惜
無上道
三七　うきことのしの
ひかたきをしのひても
なほこのみちをゝしみ
とゝめん
一五九　人さ
きに仏のみな
はうけてけむ
なにのうらみ
か君はしるせ
ん
安楽行品
四四〇　名を
あげてほめも
そしらじ法を
ただおほくも
とかじすくな
くもなし
二七三　世をそ
むくくせも心も
うしなひてちか
ひて末の法は広
めん
在於閑処　修摂其心　
安住不動　如須弥山
三八　さためなきよも
なにならすのりをおも
ふ心のうちしうこきな
けれは
一六〇　つと
むるもそれも
つとめじしか
りとてひとり
おもふも思ひ
がほなり
従地湧出
品
四四一　いか
でかは子より
もおやのわか
からむおいて
はわかくなる
にや有るらん
二七四　たらち
ねの（はイ）お
やよりこそはお
いにけりとしあ
らがひを人もし
つべし
善学菩薩道　不染世間
法　如蓮華在水　従地
而湧出
三九　いさきよきひと
のみちにもいりぬれは
むつのちりにもけかれ
さりけり
一六一　ほと
りなき仏のう
みをわたれば
やしたつくよ
なる人のわき
いづる
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如来寿量
品
四四二　あり
ながらしぬる
気色はこのた
めにとめしく
すりをすかす
なりけり
二七五　出入る
と人はみれども
よとともにわし
のみねなる月は
のどけし
為度衆生故　方便現涅
槃　而実不滅度　常住
此説法　我常住於此　
以諸神通力　令顛倒衆
生　雖近而不見
四〇　そのかみのこゝ
ろまとひのなこりにて
ちかきをみぬそわひし
かりける
一六二　たら
ちねのくすり
をなめむかり
そめのみこと
をきくはかな
しかりけり
分別功徳
品
四四三　ほと
けにてえたる
こふすをかぞ
へずはちりば
かりだにしら
ずあらまし
二七六　聞くま
まにみな人みち
をます鏡行末ま
でもてらしつる
かな
雨天曼茶羅　摩訶曼茶
羅　釈梵如恒沙　無数
仏土来　雨栴檀沈水　
繽紛而乱墜　如鳥飛空
下　供散於諸仏
四一　いろ
〵 〳
のはな
ちりくれはくもゐより
とひかふとりとみえま
かひけん
一六三　よき
ことをゆたに
たゆたにつく
るらんひとこ
とをしるまさ
らざりけり
随喜功徳
品
四四四　よの
中にみてした
からをえんよ
りは法をきく
べきことはま
されり
二七七　つたへ
つつあなたふと
ともいふ人のそ
の一言にしく事
ぞなき
世皆不牢固　如水沫泡
焔　汝等咸応当　疾生
厭離心
四二　かけろふのある
かなきかのよの中にわ
れあるものとたれたの
みけん
一六四　よそ
へ た へ（（マ
マ））つたへ
きけどもうす
からずいかな
る花のひかり
なるらむ
法師功徳
品
四四五　たも
ちがたきのり
をかきよむむ
くいにはみぞ
すみきよきか
がみなりける
二七八　法の雨
にみながらきよ
めつくしてはさ
はりの外を何か
尋ねん
又如浄明鏡　悉見諸色
像　菩薩於浄身　皆見
世所有
四三　くもりなきかゝ
みのうちそはつかしき
かゝみのかけのくもり
なけれは
一六五　のり
のゆゑふかき
まさしもみて
しかなまづ我
が君のみすが
たをみむ
常不軽品
四四六　みる
人をつねにか
ろめぬ心こそ
つひにほとけ
の身には成り
ぬれ
二七九　うちの
るもさてもたね
をしうゑつれば
終にみ法のむな
しからぬを
億々万劫　至不可議　
時乃得聞　是法花経
四四　いかにしておほ
くのこふをつくしけん
かつきてたにもあかぬ
みのりを
一六六　かろ
しとてかろむ
人をもかろま
ぬぞつひには
おもき心なり
けり
如来神力
品
四四七　そら
までにいたれ
るしたのまこ
とをばのりを
たもたん人ぞ
しるべき
二八〇　めづら
しくのぶるした
にてみ法をば誠
のなかのまこと
をぞしる
如日月光明　能除諸幽
冥　斯人行世間　能滅
衆生闇
四五　さやかなる月の
ひかりのてらさすはく
らきみちをやひとりゆ
かまし
一六七　あだ
人のまどふも
のだにあるも
のをこわづく
りけむことを
しぞおもふ
嘱累品
四四八　なが
れてもあだに
すなとぞかき
なづるうるこ
とかたき法を
とけとて
二八一　いただ
きを返す返すぞ
かきなづるえが
たき法のうしろ
めたさよ
如是三摩諸菩薩訶頂而
作是言
四六　いたゝきをな
てゝをしへしのりなれ
はこれよりかみはあら
ぬなりけり
一六九　なれ
にける人にぞ
つくるなれら
こそあだしご
ころはあらじ
と思へば
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薬王菩薩
品
四四九　とも
しつるわが身
ひとつのひか
りにてあまた
の国をてらし
つるかな
二八二　あきら
かに照すほどに
も見ゆるかな身
をばをしまで法
を思へと
若有女人聞是薬王菩薩
本事品能受持者尽是女
身後不復受
四七　まれらなるのり
をきゝつるみちしあれ
はうきをかきりとおも
ひけるかな
一六八　我が
君やいまひと
たびやいでま
すとけふのみ
のりをささげ
てぞなく
妙音菩薩
品
四五〇　ここ
にのみありと
やはみるいづ
くにもたへな
る声に法をこ
そとけ
二八三　法のた
めきぬとみれど
も身をわけてい
たらぬかたはあ
らじとぞ思ふ
及衆難処皆能救済乃至
於王後宮変為女身而説
是経
四八　かくはかりいと
ふうきみをきみのみそ
のりのためにとなりか
はりける
一七〇　我が
君のわが日の
本にむまれけ
むふかきみこ
ころおもひこ
そやれ
観世音菩
薩
普門品
四五一　身を
分けてあまね
くのりをとく
中にまだわた
されぬわが身
かなしな
二八四　よをす
くふうちには誰
か入らざらんあ
まねき門を人し
ささねば
具足神通力　広修知方
便　十方諸国土　無刹
不現身　種種諸悪趣　
地獄鬼畜生　生老病死
苦　以漸悉令滅
四九　あふことをいつ
くにてとかちきるへき
うきみのゆかんかたを
しらねは
一七一　人わ
たす身にやい
くらとひとと
はばわれこそ
いはめみそぢ
あまりに
陀羅尼品
四五二　法ま
もるちかひを
ふかくたてつ
ればすゑのよ
までもあせじ
とぞ思ふ
二八五　限なき
法の力にときそ
ふるまもりはい
とどたのもしき
かな
若童男形若童形乃至夢
中亦復莫悩
五〇　なにといへどゆ
めのなかにもあやまち
しのりをたもてる人と
なりなは
一七二　なや
ますにつみあ
りきとしいふ
なればたもつ
我らはのどけ
かるべき
妙荘厳王
品
四五三　仏に
はあふことか
たきゆづると
てこをゆるし
てぞおやもす
すめし
二八六　やみに
のみまどひきつ
れど契りてし友
ぞみちびくしる
べなりける
又如一眼之亀値浮木孔
而我等宿福深厚生値仏
法
五一　ひとめにてたの
みかけつるうきゝには
のりはつるへきこゝち
やはする
本無歌
普賢菩薩
品
四五四　行す
ゑの法をひろ
めにきたりけ
るちかひをき
くがあはれな
るかな
二八七　たづね
くる契しあれば
行末もながれて
法の水はたえせ
じ
宝威徳上王仏国遥聞此
娑婆世界説法華経与无
量无辺百千万億菩薩衆
共来聴受
五二　たつねきてのり
をきゝけんそのときに
あはていつしかありし
わかみそ
一七三　ま心
に見つの七日
をたのまばや
はつかにあま
るたのもしを
せむ
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道長・斉信・行成の現存する法華経歌※
　
 本文と歌番号は日本文学
W
eb
図書館所収『新編国歌大
観』による。
『新古今集』釈教歌
法花経廿八品歌、人人によませ侍りけるに、提婆品の心を

法成寺入道前摂政太政大臣
一九二七一九二八
　
 わたつ海のそこよりきつるほどもなくこの身ながらに身をぞきはむる
勧持品の心を

大納言斉信
　　　　　　　
一九二八一九二九
　
 数ならぬ命はなにかをしからむのりとくほどをしのぶばかりぞ
『新勅撰集』釈教歌
法成寺入道前摂政家に、法華経廿八品歌よませ侍りけるに、序品

権大納言行成
　　　　　　
五八二
　
 むかし見し花のいろいろちりかふはけふ みのりのためしなるらむ
　　　　　　
五百弟子品

法成寺入道前摂政太政大臣
五八三
　
 きてつぐるひとなかりせば衣手にかくるたまをもしらずやあらまし
『続後撰集』釈教歌
人人に同廿八品の歌よませ侍りける時、勧持品

法成寺入道前摂政太政大臣
五九五五八七
　
 うへもなきみちをもとむる心にはいのちも身をもをしむものかは
寿量品
五九六五八八
　
 人めには世 うき雲にかくろへて猶すみわたる山のはの月
『玉葉集』釈教歌
おなじ品
（稿者注―方便品）
の心を

権大納言行成
　　　　　　
二六四五二六三二
　
 世の中にいでといでます仏をばただひとことのためとしらなん
『万代集』釈教歌
法成寺入道前摂政、人人に法花経の歌よませ侍りけるに、方便品の心を
民部卿斉信
　　　　　　　
一六六〇
　
 身のうちにほとけのたねはありけるをはかなくほかにもとめけるかな
信解品

法成寺入道前摂政太政大臣
一六六一
　
 としふれどおやともしらぬ子にあひていまはたか
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らをまかせつるかな
授記品
一六六二
　
 たねくちてほとけのみちにきらはれし人をもすてぬのりとこそきけ
弟子品
一六六三
　
 いまぞしるころものうらにかけたりしたまたま酔のさむるほどとは

（ふぃっとれる・あーろん
　
本学大学院博士後期課程）
